
 【⽉案】7⽉‧3歳児 

 今⽉の保育のポイント 

 ●  暑い中で何もいわずとも元気に活発に⾝体を動かす3歳児。⼀⽅でまだ⾃分の限界は分かってい 
 ないので、保育者が⼦どもの状態を⾒ながら適切な⽔分補給や遊ぶ場所を選び、時間設定をす 
 る。⼦どもによってはすぐに熱中症になりやすい体質の⼦どももいるので、軽度熱中症、脱⽔症 
 の対策を準備しておく。 

 ●  プール遊びでは⼦ども⾃⾝体⼒を多く消耗するので、楽しく遊んだ分、しっかり午睡を取るよう 
 にする。 

 ●  プール遊びで顔つける、⽔に⼊るのが怖い⼦どもに対しては、保育者が寄り添い、できるところ 
 から⽔に馴染めるように丁寧な援助を繰り返す。 

 ●  ⽔や泥、草花や絵の具など、様々な素材を使って⼦どもたちが夢中で遊ぶ世界に保育者も参加 
 し、⼦どもの遊びに少しずつ新しい楽しさを⼊れ、⼦どもの遊びの世界が広がっていくように援 
 助する。 

 ●  ⽔遊びが始まる前に、⼦どもの着脱のスピードや段階を保育者が把握し、予定を組む。 

 ⽉のねらい 

 ●  健康に気をつけながら、元気に過ごす。 
 ●  保育者や友達と関わりながら、思う存分遊ぶ。 
 ●  簡単な⾝の回りのことを⾃分でしようとする。 
 ●  夏ならではの遊びやプール遊びを友達と⼀緒に楽しむ。 
 ●  ⼀⼈ひとりの要求や思いを受け⽌めながら安定して過ごせるようにする。 
 ●  ⾃由に作ったり描いたりすることを楽しむ。 
 ●  園⽣活や遊びの決まりを知り、守って過ごそうとする。 
 ●  七⼣の⾏事に興味を持ち、製作したり会に参加したりする。 

 週のねらい 

 その1 

 ●  1週⽬：⾐類の着脱や物の⽚付けなど、⾝の回りのことを⾃分でしようとする（養護） 
 ●  2週⽬：保育者や友達と⼀緒にいろいろな遊びに挑戦する（教育） 
 ●  3週⽬：⾝近にある夏の⽣き物などに触れ、⾃然に親しむ（教育） 
 ●  4週⽬：夏ならではの遊びを存分に楽しむ（教育） 

 その2 

 ●  1週⽬：製作を通して七⼣の⾏事に親しみを持つ（教育） 
 ●  2週⽬：⽔遊びの⽤意など夏の⽣活の仕⽅を知り、⾃分でやろうとする（養護） 
 ●  3週⽬：⽔‧泥の感触を味わい、⼼地よさを感じながら遊ぶ（教育） 
 ●  4週⽬：友だちと⼀緒に遊ぶ楽しさを経験する（教育） 

 その3 

 ●  1週⽬：七⼣の⾏事に興味を持ち、由来聞いたり歌をうたったりする（教育） 
 ●  2週⽬：夏の暑さを肌で感じ、⽔分補給をしたり、休息をとったりする（養護） 
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 ●  3週⽬：夏野菜の世話や収穫を喜ぶ（教育） 
 ●  4週⽬：思い切り体を動かして遊ぶことを楽しむ（教育） 

 その4 

 ●  1週⽬：⾃分の思いを保育者や友達に伝えながら遊ぶ（教育） 
 ●  2週⽬：簡単な決まりを守り楽しく過ごす（養護） 
 ●  3週⽬：玩具や⾝近な素材を使って表現することを楽しむ（教育） 
 ●  4週⽬：夏の健康や衛⽣に留意し、⼼地よく過ごせるようにする（養護） 

 前⽉末の⼦どもの姿 

 養護（⽣活） 

 ●  着替えや⾷事の準備などの流れが分かり、⾃分でやってみようとする姿が⾒られる⼦どももいる 
 が、保育者に⽢えてやってもらおうとする⽇もある。 

 ●  保育者や友達に対して、怒ったり泣いたりして嫌な気持ちを伝えようとする姿がある。   
 ●  ⾍⻭予防デーでは製作を楽しみ、⾍⻭の話について興味を持つ⼦どもが多くいた。 
 ●  「おはようございます」「さようなら」などの⽇常で⾏う基本的な挨拶を覚え、元気よく⾔える 

 ⼦どもも増えてきた。⼀⽅で、恥ずかしがったり気分に流されてできなくなってしまう⼦どもも 
 いる。    

 ●  梅⾬の⾃然に触れ、⾬が落ちてくるのを⾒て楽しんでいる。 
 ●  蒸し暑くなり、顔が⾚くなったり、汗をかく様⼦が⾒られるようになった。 
 ●  時の記念⽇を通して、時計や⽂字に興味を持ち、「今10のところだね」と⾔葉にする。 
 ●  野菜の⽣⻑に気付くと喜んで保育者に知らせる姿が⾒られていた。 
 ●  ⾔葉の意味が分からずに乱暴な⾔葉を使ってしまう姿が⾒られ始めた。 
 ●  簡単な決まりがあることに気付き、守ろうとしたり「ダメだよ」と友達に⾔ったりする。 

 教育（遊び） 

 ●  好きな遊びに夢中になり、友達と⼀緒に関わりながら遊びを楽しむ姿が⾒られた。 
 ●  気の合う友達を⾒つけ、誘って遊ぼうとする姿がある。 
 ●  運動遊びを通して様々な⾝体の使い⽅を経験し、⾝体が上⼿く使えるようになってきている。 
 ●  ⼾外に出ることを喜び、外で⾝体を思いっきり動かして遊ぶことを楽しんでいる。 
 ●  製作などではのりやハサミの使い⽅を知り、⼀⽣懸命に活動に参加する⼦どもが多い。⼀⽅で、 

 指先が不器⽤でなかなか上⼿く扱えず、泣いてしまったり活動に気が向かない⼦どももいる。 
 ●  友達と関わって遊ぶ場⾯が増えたが、⾔い合いや取り合いになってしまうことも多い。 
 ●  ⾬天時の散策を喜び、⽔たまりに⼊ったり⾬を集めたりしながら⾬に触れることを喜んでいた。 
 ●  砂や泥、⽚栗粉等の感触遊びを喜ぶ⼦がいる⼀⽅で、興味があっても⼿が汚れることを嫌がり遊 

 べない⼦もいる。 
 ●  季節や⾏事の歌をうたったり、⾳楽に合わせて体を動かすことを楽しんでいる。 
 ●  カタツムリやダンゴムシ等の⽣き物に興味を持ち、⼾外で発⾒すると喜んで観察していた。 
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 活動内容（5領域対応）∕環境構成と援助 

 養護（⽣活） 

 ●  活：  保育者に⾒守られながら、⼿洗いうがいを⾃分で⾏おうとする。（健康） 
 環：  ⾃ら意欲的に⼿洗いうがいを⾏える⼦もいるが、適当に済ませてしまったりつい⽔で遊んで 
 しまう⼦どももいる。⼀⼈ひとりが丁寧に⾏えるよう、⼿洗いうがいの際には⾒守ったりできた 
 ことを褒めたりしていく。 

 ●  活：  ⽔分補給を⾏ったり休憩時間をとったりすることで、夏の過ごし⽅があることに気づく。 
 （健康） 
 環：  ⽔分補給を⾏う意味や休息をとる意味を繰り返し⼦どもたちに伝えていくことで、⼦どもが 
 夏に気をつけることを意識できるようにする。また、⽔分補給の際には⼀⼈ひとりきちんと摂れ 
 ているか確認していく。 

 ●  活：  七⼣を通して、園の⾏事や昔からの伝統に興味を持つ。（環境） 
 環：  七⼣の際には、分かりやすい紙芝居や絵本などを準備し、親しみが湧くように伝えていく。 
 また、全園児が集まる際にはケガがないように環境に配慮する。 

 ●  活：  汗で濡れた⾐類を着替えたりタオルで⾝体を拭いたりすることを通して、清潔にする⼼地よ 
 さを知る。（健康） 
 環：  ⾐類が汗で濡れてしまった⼦どもには個別に声をかけ、必要に応じて着替えができるように 
 する。また、着替えの際には「着替えると気持ちいいね」「すっきりしたね」など声をかけ、⼼ 
 地よさを感じられるようにする。 

 ●  活：  プールの⾝⽀度を覚え、⾃分でやってみようとする。（健康） 
 環：  ⽔着の着脱、⽚付けの場所、流れは同じ⼿順を決めて⼦どもが覚えてできるようにする。 

 ●  活：  ルールやマナーを守って⽣活することで、快適になることに気付く。（健康‧⼈間関係） 
 環：  説明する時「こんなことしたらどう？」と困る例を⾒せ、⼦どもが快適、不便を⽐べて考え 
 られるように導⼊をする。 

 ●  活：  喉が渇いたら⾃ら⽔分補給をしようとする。（健康） 
 環：  いつでも飲める⻨茶を⽤意しておき、⾃分のタイミングで⽔分がとれるように保障する。余 
 りにも⽔分をとらず顔が⾚くなっているような⼦には声をかけ、⽔分をとって適切な休息が出来 
 るようにする。 

 ●  活：  夏の感染症に留意しながら健康に過ごせるようにする。（健康） 
 環：  夏の感染症を把握しておき、体調の変化に早期対応できるようにする。⼜、⼦ども達にも夏 
 の病気について分かりやすく伝える機会を設ける。 

 ●  活：  ⾃分の気持ちや要求を保育者に⾔葉で伝える。（⼈間関係‧⾔葉） 
 環：  ⽬線を合わせながらしっかりと気持ちを聞くことで、聞いてもらえたという安⼼感に繋げ 
 る。⾃分からはなかなか⾔葉にできない⼦もいるためこちらから働きかけ、安⼼して気持ちを表 
 現出来るようにする。 

 ●  活：  保育者や友達と挨拶を交わす喜びを味わう。（⼈間関係‧⾔葉） 
 環：  保育者が笑顔で挨拶することで挨拶しやすい雰囲気作りをする。その場で挨拶できない⼦も 
 いるが、無理に挨拶を引き出そうとはせず姿を受け⽌めていく。 

 ●  活：  ⼤⼈がやっていることに興味を持ち、⼿伝おうとする。（⼈間関係） 
 環：  興味を持つ姿を受け⽌めて簡単な⼿伝いをお願いする。「ありがとう」「助かったよ」と笑 
 顔で感謝することで、⼈の役に⽴つ喜びや⾃⼰肯定感を育んでいく。 

 ●  活：  物の数を数えたり、⼤きさを⽐べたりする。（環境） 
 環：  保育者が「野菜何個取れたかな？」「どちらの玩具が多いだろう」「どの野菜が⼤きい？」 
 等と働きかけていき、考える姿を⾒守っていく。 
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 ●  活：  ⾔葉の意味が分かり、考えて⾔葉を使おうとする。（⾔葉） 
 環：  「その⾔葉は悲しい気持ちになるな」と表情や声、分かりやすい⾔葉で⾔葉の意味を伝えて 
 いく。嬉しい⾔葉や悲しい⾔葉について考える時間や絵本を取り⼊れていく。 

 ●  活：  夏野菜を収穫し、⾷べることを喜ぶ。（健康‧環境） 
 環：  「お世話してくれたからこんなに⼤きくなったね」「⾷べられるようになって嬉しいね」と 
 ⾔葉かけし、育てた野菜を⾷べる喜びや野菜を⾷べようとする意欲に繋げていく。 

 ●  活：  脱いだ⾐服や着る⾐服を区別し、畳んだりしまったりする。（健康） 
 環：  ⼀⼈ひとりの様⼦に応じて、着る⾐服の確認をしたり畳み⽅や⽚付け⽅を丁寧に伝えなが 
 ら、⾝の回りについて出来ることを増やしていけるようにする。 

 教育（遊び） 

 ●  活：  プール遊びでは、ルールを守って楽しく遊ぶ。（環境） 
 環：  プール開きをしてから慌てて着替えをしなくて済むよう、事前に⼦どもたちに流れを伝え 
 る。着替えの際に気をつけること、プールの中での約束など⼀つずつその場で確認し、忘れない 
 よう繰り返し伝えていく。また、ルールを破ってしまった時の危険性なども伝え、⼦どもが意識 
 してルールを守れるようにする。 

 ●  活：  保育者や友達と⼀緒に好きな遊びを存分に楽しむ。（⼈間関係） 
 環：  プールの際には顔に⽔がかかるのを嫌う⼦どももいる。無理しないで楽しめるよう、配慮を 
 ⾏う。 

 ●  活：  「貸して」「⼀緒に遊ぼう」など簡単な⾔葉のやり取りを⾏いながら友達と遊ぶ。（⼈間関 
 係‧⾔葉） 
 環：  好きな遊びが広がるよう、保育者も⼀緒になって遊びを楽しむ。また、時には周りにいる友 
 達も誘い、友達と遊びを広げる楽しさも味わえるように援助を⾏う。 

 ●  活：  保育者に誘われながら、いろいろな遊びや活動に興味を持つ。（⼈間関係） 
 環：  遊びたい友達には「⼀緒に遊ぼう」、おもちゃを貸して欲しい時には「貸して」など、場合 
 に応じた⾔葉を適宜伝え、⼦ども同⼠がやりとりできるように援助していく。 

 ●  活：  七⼣を知り、飾りの製作を楽しむ。（環境‧表現） 
 環：  製作でハサミなどを使⽤する際には少⼈数で⾏い、⼀⼈ひとり丁寧に援助できるようにす 
 る。 

 ●  活：  夏の⾃然に触れ、⽣き物や植物に興味関⼼を持つ。（環境） 
 環：  夏の⽣き物に触れる機会を設け、⾃然や⽣き物に興味が湧くようにする。 

 ●  活：  遊びを通しての楽しさや共感など、友達との関わり合いを深める。（⼈間関係） 
 環：  友達とのぶつかり合いはできる限り⾒守るようにし、⼦どもなりのやり⽅や考え⽅を表現で 
 きるようにする。危険な場合や話が嚙み合わない場合などは、⼦どもが気持ちを表現できるよう 
 に間に⼊る。 

 ●  活：  夏野菜や⽊々の成⻑に触れ、気づきを得る。（環境） 
 環：  ⼦ども達の気づきや発⾒を写真に撮っておくなどし、⼦ども達と昨⽇より、先週よりこう 
 なったという話ができるようにしておく。保育者も⼦どもからの声の度合いによっては気づきを 
 伝え、⾒る視点が多様になるようにする。 

 ●  活：  のり、折り紙、はさみを使って短冊をつくったり、切る、貼る、折ることを楽しむ。（表 
 現） 
 環：  しっかり楽しめるようにコーナーごとで置いたり、⽚付け場所を統⼀するなど、使いやすい 
 環境を提⽰する。⼦どもの段階や意欲をしっかり観察し、製作活動につなげる。 

 ●  活：  ⽔遊びやプールの安全に遊ぶための約束を知る。（健康‧⼈間関係） 
 環：  安全⾯での約束は危険な⾏為の場⾯を演じるなど、分かりやすく⼦どもに伝える。 

 ●  活：  絵本やアニメの主⼈公等になりきって遊ぶことを楽しむ。（表現） 
 環：  興味がある物を把握しておき、表現できるような⼩物や素材を準備しておく。ヒーローごっ 
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 こは気持ちが⾼まり、友達に対して叩いたり蹴ったりする姿が⾒られることもあるため、表現の 
 仕⽅について考えていく。 

 ●  活：  積極的に遊具に関わり、体を動かす楽しさを感じる。（健康‧環境） 
 環：  跳び箱や巧技台、はしご等を取り⼊れ、組み合わせ⽅を⼯夫したり、園庭や公園の遊具で遊 
 ぶ機会を通して、考えながら様々な体の動きが出来るようにする。 

 ●  活：  友達と歌をうたったり、⾳楽に合わせて体を動かすことを楽しむ。（⼈間関係‧表現） 
 環：  保育者も⼀緒に楽しさを共有しながら声や体で表現する楽しさや表現⼒に繋げていく。恥ず 
 かしさが⾒られることもあるが、⾃由遊びや少⼈数の友達となら表現できていることもあるため 
 ⾒守っていく。 

 ●  活：  ブロックやマグネットを⾃分が思うように組み合わせて遊ぶことを楽しむ。（環境） 
 環：  ⾃分で考えながら形を作ろうとする姿を⾒守る。「できない」「やって」と訴えられた時 
 は、どのようにしたいのかを聞き、⼀緒に考えながら楽しさに繋げていく。 

 ●  活：  夏の暑さの中、体全体で⽔に触れる⼼地よさを味わう。（健康‧環境） 
 環：  室内のエアコンを消し、⼾外との温度差が無い状態で準備することで急な温度変化に留意す 
 る。プール遊びに慣れてくるとダイナミックな姿も⾒られるようになるため、安全⾯には⼗分に 
 留意する。 

 ●  活：  友達の気持ちに気付き、知ろうとする。（⼈間関係） 
 環：  ⼦ども同⼠でやりとりする姿を⾒守りながらも、落ち着いて話ができていない状況の時は仲 
 ⽴ちをする。どんな気持ちなのか、どうしてそう思うのかを聞き、分かりやすく代弁していく。 

 ●  活：  絵の具、泥、スライム等の感触を味わいながら遊ぶことを楽しむ。（環境） 
 環：  「どんな感触？」と問いかけながら感じたことを⾔葉で表現することで探求⼼に繋げてい 
 く。直接触れることを嫌がる⼦は道具や⽤具を介して遊ぶ楽しさを感じられるようにする。 

 ●  活：  ⾃分が作った物や描いた絵について保育者に喜んで話す。（⼈間関係‧⾔葉） 
 環：  指差しや⾔葉からこだわった部分を汲み取り、⼤いに認めていくことで満⾜感や⾃信、創造 
 ⼒に繋げていく。 

 ●  活：  簡単な物語が分かり、絵本や紙芝居を⾒ることを楽しむ。（環境‧⾔葉） 
 環：  理解しやすい内容の絵本や紙芝居を⽤意し、物語が終わった後に「何が出てきた？」「○○ 
 はどんなことしてた？」と振り返る時間を作る。⾔葉にする姿に共感し物語を親しんだり楽しむ 
 気持ちに繋げていく。 

 健康、安全⾯で配慮すべき事項 

 ●  暑くなってきて⽔分補給や休憩を取る機会が増えてくる。きちんと全員が⾏えるよう、クラスの 
 ⼦どもの⼈数確認や、⼀⼈ひとりの⾏動を⾒ていく。 

 ●  プールの際には他の保育者とも連携をとり、多くの⼤⼈の⾒守りの中で安全に楽しく遊べるよう 
 に環境を整える。また、はしゃぎすぎて怪我に繋がらないよう、よく⾒ていく。 

 ●  夏の感染症や熱中症に留意しながら⼩まめな視診触診を⾏っていく。 
 ●  蜂の活動が活発になってくるため、園内を定期的に点検する。 

 今⽉の製作‧歌‧絵本‧⼿遊び‧室内室外遊び 

 製作 

 ●  クラゲ製作∕編み編みカメさん∕折り紙で織姫と彦星 
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 歌 

 ●  たなばたさま∕うみ∕なみとかいがら 

 絵本 

 ●  だんごむしのおうち∕グリーンマントのピーマンマン∕きょだいな きょだいな 

 ⼿遊び 
 ●  たなばたさま∕すいかのめいさんち∕きつねがね、ばけたとさ 

 室内室外遊び 

 ●  ドッジボール（⼊⾨編）∕⾊⽔遊び∕ざりがに釣りのコツ 

 ⾏事 

 ●  海の⽇（第3⽉曜） 
 ●  七⼣（7/7） 
 ●  ひまわりの⽇（7/14） 
 ●  幽霊の⽇（7/26） 
 ●  ⼟⽤の丑の⽇ 
 ●  ⽔遊び 
 ●  避難訓練 
 ●  誕⽣会 
 ●  ⾝体測定 

 ⾷育 

 ●  年上の友達が野菜を収穫する様⼦を⾒たり⼀緒に野菜に触れたりすることで、⾷材に興味を持 
 つ。 

 ●  夏ならではの流しそうめんを⾏い、⾷事をする楽しさを感じられるようにする。 
 ●  ⾷事をする際の簡単なマナーを⾃ら気をつけ、楽しく⾷事を進める。 
 ●  友達と給⾷を話題にしながら⾷べることを楽しむ。 
 ●  ⾷具を正しく持って⾷事をする。 
 ●  夏の暑さによる⾷欲低下に留意し、無理なく⾷事が出来るようにする。 

 異年齢保育 

 ●  年上の友だちの⽔遊びの様⼦や使⽤する道具への憧れに寄り添い、好奇⼼や探求⼼を育めるよう 
 関わる。 

 ●  年上の友だちと体操を楽しむ中で、まねする⾯⽩さや体を動かす⼼地よさを感じられる声かけを 
 ⾏う。 

 ●  年下の友だちとのやり取りで思いが通じにくい場⾯では、丁寧に⾔葉を添え、橋渡しをする。 
 ●  年上の友だちに影響を受け、苦⼿な⾷材に挑戦できた姿を認め、⾃信につなげていく。 
 ●  普段関わりが少ない友だちと⾏事で交流する際は、そばで⾒守り、安⼼してやり取りできるよう 

 にする。 
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 職員間の連携 
 ●  ⽔遊び時の保育者の動きや配置などの役割分担を決めて共有し、安全に⾏えるようにする。 
 ●  ⼦どもの体調について共有し、無理のない活動ができるよう、配置や関わり⽅を⼯夫する。 
 ●  家庭の状況に変化があった際は、速やかに情報を共有‧更新し、対応が統⼀できるようにする。 
 ●  ⾏事では役割分担に基づいて動きつつ、必要に応じて声をかけ合いながら柔軟に対応する。 
 ●  ⼦どもの様⼦や成⻑を職員間で共有し、理解を深めながら関わっていけるようにする。 

 地域と家庭との連携 

 ●  よく汗をかく時期になってくるため、着替えを多めに準備してもらえるように声をかける。 
 ●  七⼣飾りがあることを知らせ、⼦どもと⼀緒に短冊に願いを書いてもらえるようにお願いする。 
 ●  プール遊びの前には、事前に「プールカード」の書き⽅などを伝え、プール開きをした際にはス 

 ムーズに協⼒してもらえるようにしていく。 
 ●  夏の休園期間を知らせたり各家庭の夏季休暇の時期を聞いたりし、休暇前に家庭との情報交換を 

 しっかりと⾏うようにする。 
 ●  暑い⽇には体⼒が減り、疲れやすくなってくる。家庭でゆっくり過ごしたり、⽣活リズムを改め 

 て整えるようお願いする。 
 ●  ⽔‧プール遊びを⾏うにあたり、保護者と体調の共有を⾏う。 
 ●  夏の感染症や園内での発⽣状況等について⼝頭や掲⽰にて知らせていく。 
 ●  蚊が活動的になるため、⾍よけスプレーを使⽤してよいか確認する。 
 ●  お迎えの時間が複数家庭で重なってしまうこともあるが、少しでもその⽇にあった出来事を伝え 

 られるようにする。 
 ●  地域に住む家庭に向けて園庭を開放する。 

 ⻑時間保育の配慮 

 ●  パズルやブロックなど、集中して遊べる玩具を⽤意し、⾃分のペースで楽しく過ごせるようにす 
 る。 

 ●  ⾃ら⽚付けしやすいよう、玩具の収納場所や⽅法をわかりやすく⼯夫する。 
 ●  マットやクッションを配置してリラックスできる空間を整え、⼼地よく過ごせるようにする。 
 ●  ⽇中のケガや体調の変化について担任から引き継いだ場合は、丁寧に様⼦を観察する。 
 ●  熱中症予防のため、室温や湿度を適切に管理しながら、こまめに⽔分補給を促す。 

 ⾃⼰評価 

 ●  夏の⾃然に触れ、興味を持てていたか。 
 ●  プール遊びの際にはルールを守って遊べていたか。 
 ●  友達と簡単な⾔葉のやり取りをする機会が持てたか。 
 ●  七⼣を知り、製作に楽しく取り組めたか。 
 ●  意欲的に⾝の回りのことを⾏おうとしていたか。 
 ●  夏の過ごし⽅に気づき、健康に気をつけながら元気に過ごせたか。 
 ●  夏野菜に親しみ、⾷材に興味や関⼼を持てていたか。 
 ●  保育者や友達といろいろな遊びを楽しむことができたか。 
 ●  体調の変化に留意し、早期対応に努めたか。 
 ●  夏の疲れを考慮し、無理のない⾷事や⼗分な睡眠がとれるようにしたか。 
 ●  ⼀⼈ひとりの思いを丁寧に受け⽌めたか。 
 ●  ⾃分が好きなように描いたり作ったりすることを楽しめていたか。 
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 ●  体を動かす遊びを楽しめていたか。 
 ●  様々な感触を味わう経験が出来たか。 
 ●  職員間でプール遊びについて確認し、安全な環境を整えたか。 
 ●  保護者に分かりやすくプール遊びの準備物やプールカードの書き⽅について伝えたか。 
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 ⽂例ご利⽤時の注意事項 

 ●  提供される⽂例は、⼀般的なケースを想定して作成されています。ご⾃⾝の具体的 
 な状況やニーズに合わせて適宜修正を加えてご利⽤ください。 

 ●  ⽂例の利⽤によって⽣じたいかなる結果についても、当サービスは責任を負いかね 
 ます。⾃⼰責任においてご使⽤ください。 

 ●  ⽂例は参考としてのみご利⽤いただき、直接のコピー＆ペーストではなく、ご⾃⾝ 
 の⾔葉で表現を加えることをお勧めします。 

 ●  法的な⽂書や重要な契約に関する⽂⾯は、専⾨家のアドバイスを受けて作成するこ 
 とをお勧めします。 

 ●  ⽂例の著作権は当サービスに帰属しています。無断での再配布や商⽤利⽤はご遠慮 
 ください。 

 ほいくのおまもりプラス・トップページ 


